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2.4モデんの前提条件 表 I 自動的なエネノレギー効率改善
本研究では時間が経つにつれて発生する自動的なエネル 石炭石油ガス電気
エネルギ}効率の自動的な改善(%/year) 0.5 0.5 0.8 ・1
ギー効率改善の改善率を表1、物質投入の効率改善率を表2 表 2 物質投入の改善
のように設定した。さらに2050年の化石燃料の儲格を表、 発電部門石炭石浪 ガスパイオマス太陽光風力地熱























































BaU CM撤廃 CM撤廃 CM撤廃 CM撤蕗 CM継続
継続高有高無低有抵無高有
無有有有有有
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